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1. 概要 

本書は、CHC-100 チャプター検出システム（以下、検出システム）の操作について説明するもので

す。検出システムは、下記２種類のソフトウェアにおいて操作します。 

① 検出システム 

② 直近同録プレーヤー（以下プレーヤー） 

 

1.1 システム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検出システムの仕様 

チャプター判定結果ログ最大登録件数 5,０００件  

同録ファイル（ＡＶＩファイル）最大秒数 60 秒 

  

CHC-100 

・検出システム 

・プレーヤー 

SNMP 通信 

CHC-100 

CHC-100 

CHC-100 

CHC-100 

CHC-100 

同録ユニット 

同録ユニット 

同録ユニット 

同録ユニット 

同録ユニット 

同録ユニット 
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2. 検出システム 

2.1 メイン画面 

 

 

 詳細については以下を参照してください。 

 

① 2.1.1 スタートボタン 

② 2.1.2 メニューバー 

③ 2.1.3 卓選択ボタン 

④ 2.1.4 判定結果ログ表示 

⑤ 2.1.5 判定設定値 

     ⑥ 2.1.6 サムネイル表示 

     ⑦ 2.1.7 運用状況リスト表示 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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2.1.1 スタートボタン 

クリックすることで「システムの終了」、「ソフトウェアバージョン」項目が表示されます。 

    詳細は 2.6「システムの終了・ソフトウェアバージョン情報」を参照してください。 

 

2.1.2 メニューバー 

    ・クリックすることで各項目のメニューが表示されます。 

     メニューの内容については 2.2「設定」、2.3「ログ操作・状況表示」、2.4「ハード情報参照」

を参照してください。 

    

 

 

・メニュー表示状態でメニューバーをダブルクリックすることで、メニューの下にボタンが表示

されます。 

    

 

 

・メニュー及びボタン表示状態でメニューバーをダブルクリックすることで、メニューが非表示

になります。 
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2.1.3 卓選択ボタン 

   (1)判定状態表示 

判定状態に応じて以下のとおりボタン色が変化します。 

    ・起動後、判定前の状態では、  となります。 

    ・判定中は判定状態により、以下のとおりとなります。 

      判定結果：CM  

      判定結果：本編  

      判定結果：判定前  

   また、判定停止後は、直前の状態が保持されます。 

     ・判定を行っていない状態で、予約設定がある場合、  となります。 

 

   (2)番組名称表示 

指定する番組名称をボタン上に表示します。 

      

 

   (3)接続状況表示 

CHC及び同録ユニットと通信が切断された場合は、それぞれボタン上にエラー表示されます。 

CHC のみ切断時     同録ユニットのみ切断時  CHC･同録どちらも切断時 
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   (4)判定開始設定 

判定が行われていない状態の時に、卓ボタン上で右クリックし、「判定開始」メニューを選択す

ると、判定基準設定を選択するダイアログが開くので、判定に使用する設定を選択してくださ

い。 

 

↓ 

 

 

     番組名入力画面が表示されたら、任意の番組名を入力し、「OK」をクリックすると、判定が開 

始します。「キャンセル」をクリックすると、番組名入力画面は閉じ、判定は開始しません。 

 

 

 

   (5)判定停止設定 

     判定中に卓ボタン上で右クリックし、表示される「判定停止」をクリックします。 
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2.1.4 判定結果ログ表示 

 ・判定結果を表示します。   

 

    ・判定結果が本編の場合は、背景色は白色、CM の場合は、紫色で表示します。 

     判定開始／停止、同期断等のシステムエラーの場合は、背景色を緑色で表示します。 

    ・判定結果ログをダブルクリックすると同録再生を準備します。 
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2.1.5 判定設定値表示 

 ・選択中の卓に関連付けられている判定設定を表示します。 
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2.1.6 サムネイル表示 

    ・チャプター判定結果のサムネイルが表示されます。 

 

 

    ・最新４件のサムネイルとログ選択サムネイルが表示されます。 

    ・判定結果ログをクリックすると「ログ選択サムネイル」に表示されます。 

     クリックした判定結果ログが最新４件の中にある場合はそのサムネイルに水色の枠が付きます。 

    ・サムネイルをダブルクリックすると同録ファイル（ＡＶＩファイル）が作成され、プレーヤー

にて再生されます。 

 

  



Ver.1.1 

１１ 

 

2.1.7 運用状況リスト表示 

 ・各卓の判定状況、予約設定状況を表示します。 

 

・判定中は、チャプター判定結果に応じて表示が変わります。 

・判定が終了した設定の背景色はグレーになります。 

・  ボタンをクリックすると、判定が終了した設定はリストから削除されます。 

また、右クリックでポップアップメニューを呼出し、「リストから消去」を選択することで、任

意の１項目を削除することもできます。 
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2.2 設定 

2.2.1 起動時設定 

◇CHC-100 のヘルスチェック間隔を設定します。 

 

 

(1)本画面の起動 

   メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「起動時」をクリックします。 

 

(2)設定 

  ①ヘルスチェック間隔 

      ・設定した間隔で CHC-100 に対するヘルスチェックを行います。 

      ・値の範囲は 10～3600 秒です。 

 

(3)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 

    

(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は、変更した設定

値は無効となります。 
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2.2.2 時刻同期設定 

◇ 時刻を補正するための時刻取得方法と補正のタイミングを設定します。 

 

 

(1)本画面の起動 

   メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「時刻同期」をクリックします。 

 

 (2)時刻の取得方法 

  ①NTP サーバーを使用 

 にチェックをし、NTP サーバーの IP アドレスを入

力します。 

 

  ②HTTP サーバーを使用 

 にチェックをし、WEB サーバー

の IP アドレスを入力します。 

 

     ③外部から時刻を取得しない 

       にチェックをします。 

      この設定をした場合であっても PC と CHC-100 の時刻同期は行います。 
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(3)時刻補正のタイミング 

     ①日に 2 回 

 にチェックをし、時刻補正を行う時刻を入力

します。 

 

     ②日に 1 回 

       にチェックをし、時刻補正を行う時刻を入力します。 

 

     ③日に数回 

      ・  にチェックをし、時刻補正間隔を入力します。 

 ・設定範囲は＜１＞～＜１４４０＞です。 

 

     ※チャプター判定中と、23:55:00～0:05:00 の間は時刻補正を行いません。 

 

(4)手動時刻合わせ機能 

     設定されている時刻の取得方法を使用し、手動での時刻合わせを行います。 

      ボタンをクリックします。 

 

(5)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 

 

(6)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.2.3 チャプター判定保存設定 

◇ 判定基準設定と、チャプター判定結果を保存するフォルダを設定します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「チャプター判定保存設定」をクリッ

クします。 

 

(2)設定 

  ①判定基準設定保存フォルダ設定 

      ・判定基準設定ファイルを保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力

してください。 

      ・設定できるパスは２００文字までです。 

 

※設定するフォルダの配下に卓 No.に相当する 1～12 のフォルダを自動作成します。 

  

  ②チャプター判定結果保存フォルダ設定 

      ・チャプター判定結果を保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力

してください。 

      ・設定できるパスは２００文字までです。 

 

※チャプター判定結果は、“ログ＿判定開始日_時分秒_番組名称.csv”のファイル名で保存さ

れます。 

 

(3)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 
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(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.2.4 システムログ保存設定 

◇ 発生したログの保存フォルダを設定します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「システムログ保存設定」をクリック

します。 

  

(2)設定 

  ①ログをファイルに保存する 

チェックを入れることでログを CSV 形式で保存します。 

 

  ②保存フォルダ設定 

      ・CSV ファイルを保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力

してください。 

      ・設定できるパスは２００文字までです。 

 

※保存時は設定フォルダの配下に“年”フォルダ及び“月”フォルダを自動作成し、その配

下に“ログ＿年月日.csv”という形式で保存されます。 

  

(3)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 

 

(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.2.5 同録設定 

◇ 同録作成の設定を行います。 

 

 

(1)本画面の起動 

   メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「同録設定」をクリックします。 

 

 (2)手動作成設定 

①再生時間 

 ・作成する同録の再生時間を設定します。チャプター判定結果からの前・後秒を設定します。 

・値の範囲は前秒が０～３０秒、後秒が１～３０秒です。 

 

②保存フォルダ設定 

      ・同録ファイルを保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力

してください。 

      ・設定できるパスは２００文字までです。 

      ※設定変更を反映する際にはプレーヤーの再起動を自動で行います。 
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 (3)自動作成設定 

①自動作成 

・  にチェックを入れると、チャプター判定結果が出た時に、自

動で同録ファイルを作成します。 

・作成秒数は手動作成設定の再生時間の設定に従います。 

 

②保存フォルダ設定 

      ・自動作成された同録ファイルを保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力

してください。 

      ・設定できるパスは２００文字までです。 

      ・自動作成と手動作成の保存フォルダは別の場所を指定してください。 

      ※設定変更を反映する際にはプレーヤーの再起動を自動で行います。 

 

③HDD 残容量によるファイル制御 

      ・HDD 容量が設定する容量未満となった時に自動的に古いファイルから削除します。 

・  のように、テキストボックスに数値を入れ、Mbyte か GByte

を選択し、単位を設定することにより、HDD 残容量を指定します。 

      ・設定範囲は、0 MByte ～ 9999 MByte、0 GByte ～ 9999 GByte です。 

  

(4)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 

 

(5)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.2.6 システム設定ファイル保存 

◇各システム設定ファイルを保存します。 

◇この設定は PC 固有の設定です。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「システム」カテゴリー内→「システム設定ファイル保存」をク

リックします。 

 

 (2)設定 

     ・チャプター検出システムでの各システム設定ファイルを保存するフォルダを設定します。 

・  をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力し

てください。 

     ・設定できるパスは２００文字までです。 

       

 (3)システム設定ファイルの保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し本画面を閉じます。 

 

(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 
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2.2.7 判定基準設定 

◇チャプター判定を行う際の値を設定します。 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「チャプター設定」カテゴリー内→「判定基準設定」をクリックし

ます。 

 

(2)設定方法選択 

設定を新規に行うか、既存の設定を変更するか選択します。 

設定方法を選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面が閉じます。 
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(3)設定ファイル選択 

(2)で設定変更を選択した場合、変更を行う判定基準設定ファイル（＊．ｉｎｉ）を選択してく

ださい。 

 

 

 

 をクリックしてフォルダ参照画面より保存フォルダを選択するか、直接パスを入力して

ください。 

 

設定ファイルを選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(4)ロゴ登録 

     ロゴ設定ファイルを登録します。 

 

 

 

     ①ロゴ設定有効/無効チェック 

ロゴ設定をチャプター判定に使用するかどうか設定します。 

判定に使用する場合はチェックを入れてください。 

ロゴ設定ファイルが選択されていない場合は、チェックは入れられません。 

（注）ロゴ設定ファイルを選択しただけでは、チャプター判定には使用されません。 

チャプター判定に使用する場合は、①のチェックを入れ忘れないようにしてください。 

 

     ②ロゴ設定ファイル選択 

 をクリックしてファイル選択画面より、ロゴ設定ファイル（＊．ｌｏｇｏ）を選択

してください。 

 をクリックすると、ロゴ設定ファイルの登録を解除します。 

 

※ロゴ設定ファイルは最大４つまで登録できます。 

 

     ③ロゴ設定ウィザード 

 をクリックすると、ロゴ設定ファイルを作成、変更を行うウィザ

ードを開始します。 

ロゴ設定ウィザードについては、【2.2.8 ロゴ設定】を参照してください。 

① 

② 

③ 
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設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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 (5)音声設定 

     無音を検知するための設定を行います 

 

 

 

     ①音声モード設定 

      局間情報音声モードに従うか、デフォルト音声モードに従うか選択します。 

      但し、局間情報音声モードがない場合は、デフォルト音声モードで動作します。 

      【デフォルト値：デフォルト音声モードに従う】 

 

     ②デフォルト音声モード設定 

      リストからデフォルト音声モードを選択します。 

      【デフォルト値：２Ｓ】 

 

     ③無音判定閾値設定 

      無音と判定する閾値を設定します。 

      値は０～－１２８ｄＢの範囲で設定します。 

      【デフォルト値：－７５ｄＢ】 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

  

① 

② 

③ 
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 (6)判定設定 

チャプター判定のための設定を行います。 

 

 

 

     ①不感帯時間設定 

無音検知後に設ける不感帯の時間を設定します。 

値は０～２６秒の範囲で設定します。 

不感帯時間を０秒とした場合、不感帯は設けず、無音検知後、即ロゴ判定データの採取を

開始します。 

      【デフォルト値：１秒】 

 

     ②データ採取時間 

      ロゴデータの採取時間を設定します。 

      値は１～２６秒の範囲で設定します。 

      【デフォルト値：５秒】 

 

     ③無音判定リトリガ設定 

ロゴ判定データ採取中に再度無音を検知した場合に、チャプター判定シーケンスをやり直

す場合は「ＯＮ」を選択してください。 

      【デフォルト値：ＯＮ】 

 

 

 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 
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     ④タイムコード選択 

タイムコードとして使用する設定をＶＩＴＣ、ＬＴＣ、内部時計から選択します。 

但し、ＶＩＴＣ、ＬＴＣを選択した場合においても、それぞれのタイムコードがない場合

は、内部時計を使用します。 

      【デフォルト値：内部時計】 

 

     ⑤チャプター区切りオフセット 

チャプターの区切り位置のオフセット量を設定します。 

値は以下の範囲で設定します。 

  本編→CM ： －１５～０フレーム 【デフォルト値：－３フレーム】 

  CM→本編 ： ０～＋１５フレーム 【デフォルト値：＋３フレーム】 

 

※オフセット量はプラス方向に大きくするほど、区切り位置を遅らせます。 

※CM→CM の区切りについてはオフセットされません。 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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 (7)出力設定 

判定結果の出力の設定を行います。 

 

 

 

     ①ＣＭ開始点トリガ信号位置 

      ＣＭ開始点を表すトリガ信号のビット位置を設定します。 

      ビット位置はＱ３～Ｑ３２の中から選択できます。 

      但し、ＣＭ終了点トリガ信号位置と異なるビットを指定してください。 

      【デフォルト値：Ｑ３】 

 

     ②ＣＭ開始点トリガオフセット量 

      トリガ信号を実際のＣＭ開始点よりどれだけ前に送出するか設定します。 

      値は０～１０秒の範囲で設定します。 

      【デフォルト値：５秒】 

 

     ③ＣＭ終了点トリガ信号位置 

      ＣＭ終了点を表すトリガ信号のビット位置を設定します。 

      ビット位置はＱ３～Ｑ３２の中から選択できます。 

      但し、ＣＭ開始点トリガ信号位置と異なるビットを指定してください。 

      【デフォルト値：Ｑ４】 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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     ④ＣＭ終了点トリガオフセット量 

      トリガ信号を実際のＣＭ開始点よりどれだけ前に送出するか設定します。 

      値は０～１０秒の範囲で設定します。 

      【デフォルト値：５秒】 

 

     ⑤同録グラフ挿入設定 

同録、ならびに ADJUST MONITOR に音声、ロゴ相関係数のグラフを挿入する場合は 

「ＯＮ」を選択してください。 

      【デフォルト値：ＯＮ】 

 

※同録グラフ挿入設定を「ON」に設定しても、OUTPUT1、OUTPUT2 にはグラフは挿

入されません。  

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

  



Ver.1.1 

３０ 

 

(8)設定確認画面  

設定の確認を行ってください。 

 

 

 

     ①判定基準設定保存先 

 をクリックしてファイル選択画面より保存ファイルを指定するか、直接パスを入力して

ください。 

      

     ②設定値一覧 

      本設定ウィザードで設定した各値を表示します。 

 

     ③登録ロゴ一覧 

登録したロゴを表示します。１つの判定基準設定に対し、最大で４個登録できます。それ

に満たない場合は、「なし」と表示します。 

 

「完了」をクリックすると、各設定値は指定した判定基準設定ファイル（＊．ｉｎｉ）に保存

されます。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

 

 

① 

② ③ 
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＊＊ トラックバーの操作方法 ＊＊ 

 

        をドラッグ（マウスの左ボタンを押したまま）、または、  をクリックし 

キーボードの「←」「→」キーで左右に動かします。 

設定値はトラックバーの右端に表示されます。  
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2.2.8 ロゴ設定 

◇チャプター判定に用いるロゴの抽出を行います。 

 

(1)装置の選択 

ロゴ設定を行うために接続する装置を選択します。 

接続する装置を選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面が閉じます。 

 

 

 

接続している装置をリストより選択します。判定中の装置は表示されません。 

接続できる装置がない場合は、判定を停止するか、装置を追加してください。 
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(2)設定方法選択 

設定を新規に行うか、既存の設定を変更するか選択します。 

設定方法を選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(3)設定ファイル選択 

(2)で設定変更を選択した場合、変更を行うロゴ設定ファイル（＊．ｌｏｇｏ）を選択してく

ださい。 

 

 

 

 をクリックしてファイル選択画面より設定ファイルを選択するか、直接パスを入力して

ください。 

 

設定ファイルを選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(4)ロゴ検知領域設定 

ロゴ検知領域の設定を行います。 

 

 

 

     ①抽出領域設定 

ロゴを抽出する領域の左上の座標位置と大きさを設定します。 

設定値は、以下の範囲で設定します。 

値を変えると、本体へ設定が送信され、反映されます。 

 

 ＳＤ ＨＤ デフォルト値 

水平開始座標 ０～７１９ ０～１９１９ ０ 

垂直開始座標 ０～４７９ ０～１０７９ ０ 

水平検知領域 ０～２５５ ２５５ 

垂直検知領域 ０～１２７ １２７ 

 

     ②ロゴ領域表示設定 

ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

ロゴ抽出の領域を表示します。 

ロゴ領域を表示している時は、ボタンが  となっています。 

 をクリックすると、ロゴ領域が消え、ボタンは  となります。再度

 をクリックすると、ロゴ領域は表示されます。 

設定はボタンをクリックすると即反映されます。 

 

① 

② 
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設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

  



Ver.1.1 

３７ 

 

 (5)エッジゲイン設定 

抽出ロゴのエッジゲインの設定を行います。 

 

 

 

     ①エッジゲイン設定 

抽出ロゴからノイズ成分を除去し、検知のためのリファレンスロゴを生成する際に用いる

パラメータ。抽出エッジが弱い場合は、値を大きくしてください。 

値は０．０～３．９の範囲で設定します。 

      【デフォルト値：１．０】 

 

     ②ロゴ領域表示設定 

      ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

      リアルタイムに検出されたエッジ画像を表示します。 

 

     ③ヒストグラム表示設定 

      ヒストグラムの表示、非表示を設定します。 

      リアルタイムに検出されたエッジ画像に対するヒストグラムを表示します。 

      ヒストグラム表示中は、音声グラフは表示されません。 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

① 
② 

③ 
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(6)ロゴ抽出設定 

ロゴの抽出を行います。 

 

 

 

     ①ロゴ抽出操作 

ロゴ抽出停止中は、ボタンが  をクリックすると、ロゴの抽出が開始し、

ボタンが  になります。  をクリックするとロゴの抽

出を停止し、ボタンが  になります。再度、  ボタン

をクリックすると、ロゴの抽出が再開します。 

ロゴが抽出済みで、ロゴの抽出が停止している状態の時、  ボタンが有

効になり、クリックすると抽出済みのロゴをリセットします。 

 

     ②ロゴファイル保存先設定 

ロゴの抽出を行った後、  ボタンをクリックして、ロゴファイル（＊．ｂｍｐ）

の保存先を指定してください。 

 

 

 

 

① 
③ 

④ 

② 
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     ③ロゴ領域表示設定 

ボタンをクリックし、ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

また、リストよりリアルタイムに検出されたエッジ画像（リアルタイムエッジ表示）、抽出

中のロゴのエッジ画像（抽出エッジ表示）を選択します。 

 

     ④ヒストグラム表示設定 

ボタンをクリックし、ヒストグラムの表示、非表示を設定します。 

エッジ画像は、ロゴ領域表示設定で選択する項目に連動して切替ります。 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

なお、ロゴの抽出が行われていない、もしくはロゴファイルの保存先が指定されていない状態

では、次画面へは進めません。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(7)２値化閾値設定 

２値化閾値の設定を行います。 

 

 

 

     ①２値化閾値設定 

抽出したロゴに対し、２値化を行う際に用いるパラメータを設定します。 

抽出エッジが弱い場合は小さく、強い場合は大きな値を設定してください。 

値は０～２５５の範囲で設定します。 

値を変えると、本体へ設定が送信され、反映されます。 

      【デフォルト値：１２７】 

 

     ②ロゴ領域表示設定 

ボタンをクリックし、ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

また、リストよりリアルタイムに検出されたエッジ画像（リアルタイムエッジ表示）、２値

化処理後のロゴのエッジ画像（２値化エッジ表示）を選択します。 

 

     ③ヒストグラム表示設定 

      ボタンをクリックし、ヒストグラムの表示、非表示を設定します。 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

① 

③ 

② 
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 (8)相関係数設定 

相関係数の設定を行います。 

 

 

 

     ①相関係数閾値設定 

チャプターを判定する閾値を設定します。 

チャプターはロゴ判定データ採取時間で設定される時間内のロゴの相関係数の平均値と標

準偏差により以下のとおり判定します。 

 

  標準偏差 

  閾値より小 閾値以上 

平均値 
閾値より小 ＣＭ 本編 

閾値以上 本編 本編 

 

      値は０．１～０．９９の範囲で設定します。 

      【デフォルト値：０．２５】 

 

     ②ロゴ領域表示設定 

ボタンをクリックし、ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

リストより検知領域の表示（領域矩形表示）、リアルタイムに検出されたエッジ画像（リア

ルタイムエッジ表示）、抽出ロゴのエッジ画像（抽出エッジ表示）、２値化処理後のロゴの

エッジ画像（２値化エッジ表示）を選択します。 

 

① 
② 

③ 
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     ③ヒストグラム表示設定 

ボタンをクリックし、ヒストグラムの表示、非表示を設定します。 

エッジ画像の選択は、ロゴ領域表示設定で選択する項目に連動して切替ります。 

 

設定が決定したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(9)設定確認画面  

設定の確認を行ってください。 

 

 

 

     ①ロゴ設定保存先 

 をクリックしてファイル選択画面より保存ファイルを指定するか、直接パスを入力して

ください。 

      

     ②設定値一覧 

      本設定ウィザードで設定した各値を表示します。 

 

「完了」をクリックすると、各設定値は指定したロゴ設定ファイル（＊．ｌｏｇｏ）に保存さ

れます。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 

 

  

① 

② 
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2.2.9 予約設定 

◇チャプター判定の予約を行います。 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「チャプター設定」カテゴリー内→「予約設定」をクリックします。 

 

(2) 設定方法選択 

設定を新規に行うか、既存の設定を変更するか選択します。 

設定方法を選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 
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(3)設定ファイル選択 

(2)で設定変更を選択した場合、登録済の予約設定リストから変更を行う設定を選択してくだ

さい。 

予約設定を右クリックすると、予約設定を削除することができます。 

また、列タイトルをクリックすると、その項目でソートします。 

 

 

 

設定を選択したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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(4)予約設定 

     予約の設定を行います 

 

 

 

     ①卓名称選択 

判定を行う装置を選択します。 

 

     ②番組名称設定 

判定を行う番組の名称を入力してください。 

 

     ③予約開始年月日設定 

予約を開始する日付を設定してください。 

 

     ④予約開始時刻設定 

予約を開始する時刻を設定してください。 

 

     ⑤予約終了時刻設定 

予約を終了する時刻を設定してください。 

 

     ⑥判定基準設定ファイル選択 

 をクリックしてファイル選択画面より設定ファイルを選択するか、直接パスを入力

してください。 

 

 

① 

② ③ ④ ⑤ 

⑥ 
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設定が完了したら、「次へ」をクリックしてください。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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 (5)予約設定確認 

     予約設定を確認します。 

 

 

 

「完了」をクリックすると、各設定値は検出システム内部に保存されます。 

「キャンセル」をクリックすると、設定は行われず画面を閉じます。 

     「戻る」をクリックすると、前画面に戻ります。 
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2.2.10 判定設定一覧 

    ◇装置内に登録されている判定設定を一覧で表示します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「チャプター設定」カテゴリー内→「判定設定一覧」をクリックし

ます。 

 

(2)設定変更 

卓 No、設定名称以外の項目（セル）をダブルクリックすることにより、各設定値を変更する

ことができます。 

 

①ロゴ設定  ※ロゴ（ＢＭＰ）の変更はできません。 
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②音声モード設定 

 

 

③デフォルト音声モード設定 

 

 

④無音閾値設定 

 

 

⑤無音判定リトリガ設定 
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⑥不感帯時間設定 

 

 

⑦データ採取時間設定 

 

 

⑧タイムコード選択設定 

 

 

⑨チャプター区切り(本編→CM)オフセット設定 
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⑩チャプター区切り(CM→本編)オフセット設定 

 

 

(3)設定値の保存 

      ボタンをクリックします。 

※設定値に変化がない場合、ボタンは無効となります。 

 

(4)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックします。 

※設定値に変化がない場合、ボタンは無効となります。 

 

(5)本画面の終了 

      ボタンをクリックします。 

「適用」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.2.11 接続設定 

◇CHC-100 の IP アドレス・SNPM コミュニティ・同録ユニットの IP アドレス・卓名称を設

定します。 

 

 

(1)本画面の起動 

   メニューバーの「設定」→「接続管理」カテゴリー内→「接続設定」をクリックします。 

 

(2)設定 

①本体 IP  

      CHC-100 の IP アドレスを設定します。 

 

②コミュニティ  

      CHC-100 のコミュニティを設定します。 

 

     ③同録 IP 

      同録ユニットの IP アドレスを設定します。 

 

     ④卓名称 

      メイン画面の卓ボタンに表示される名称を設定します。 

 

 (3)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し、本画面を閉じます。 
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(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。  
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2.2.12 プレーヤー接続設定 

    ◇プレーヤーの IP アドレス及びソケットポートの設定を行います。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「設定」→「接続管理」カテゴリー内→「プレーヤー接続設定」をクリックし

ます。 

 

(2)設定 

①IP アドレス  

      プレーヤーの IP アドレスを設定します。 

 

②ソケットポート 

      プレーヤーのソケットポート番号を設定します。 

      設定範囲は 1024～65535 です。 

 

(3)設定の保存と本画面の終了 

      ボタンをクリックすることで設定を保存し、本画面を閉じます。 

    

(4)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 

「OK」ボタンをクリックせずに「キャンセル」ボタンをクリックした場合は変更した設定値

は無効となります。 
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2.3 ログ操作・状況表示 

2.3.1 システムログ表示 

◇システムログを表示します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「ログ操作」カテゴリー内→「システムログ表示」

をクリックします。 

 

(2)本画面の終了 

 画面右上の  ボタンをクリックします。 
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2.3.1 ログ検索 

◇条件を指定してログを検索します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「ログ操作」カテゴリー内→「ログ検索」をクリッ

クします。 

 

(2)検索条件の設定 

検索条件設定は AND 条件となります。 

①卓指定  

 検索する卓を指定します。 

 

②発生日時指定  

検索範囲の日時を FromTo 指定します。  

 

③キーワード（内容）指定  

ログをキーワード検索する時に指定します。  
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(3)検索結果の表示と保存 

 ボタンをクリックすることでログ検索画面が終了し、ログ検索結果画面を表示し

ます。 

 

①結果を csv ファイルに保存 

ファイルメニューから表示します。  

 

      ②ログ検索結果のソート 

タイトルをクリックすると、クリックした項目＋日時の昇順でソートします。  

 

(4)ログ検索画面の終了 

   ボタンをクリックします。 
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2.3.2 ログ削除 

◇ 取得したログデータを全て削除します。 

    ◇ 本機能に画面は存在しません。 

 

     ・ログの削除 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「ログ操作」カテゴリー内→「ログ削除」をクリッ

クします。 

 

 ボタンをクリックすると、全てのログを削除します。 

※ログの削除は、データベース上のデータを削除されるのみで、保存したシステムログ（CSV

ファイル）は削除しません。 
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2.3.3 判定結果ログ読込み 

◇判定結果ログを表示します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「ログ操作」カテゴリー内→「判定結果ログ読込み」

をクリックし、ファイル選択ダイアログで判定結果ログ（＊．ｃｓｖ）を選択します。 

 

(2)操作 

①別ログ読込み 

 をクリックし、ファイル選択ダイアログで判定結果ログ（＊．ｃｓｖ）を

選択します。表示中のログは上書きされます。 

 

②同録再生 

判定結果ログをダブルクリックすると、同録再生を準備します。 

（注）再生できる同録は、直近２４時間分に限られます。 

 

(3)本画面の終了 

 画面右上の  ボタンをクリックします。 
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2.3.4 共通設定 

◇グラフの設定、ロゴ領域、ヒストグラムの設定を行います。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「状況表示」カテゴリー内→「共通設定」をクリッ

クします。 

 

(2)設定変更 

①卓選択 

      設定変更を行う卓を選択してください。 

 

     ②グラフＯＮ／ＯＦＦ設定 

      グラフ表示を行う場合は「ＯＮ」を、行わない場合は「ＯＦＦ」を選択してください。 

 

     ③グラフロール停止／再生 

 ボタンをクリックすると、グラフが停止します。グラフが停止している時は、

ボタンは  になります。 

 ボタンをクリックすると、停止直前の速度でグラフが動作します。 

 

     ④ロール速度設定 

      グラフのロール速度を設定します。 

      トラックバーを移動させることで、０～１５の任意の速度を設定できます。 

      速度は、０で停止、１５で最高速度となります。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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     ⑤ロゴ領域表示設定 

ボタンをクリックし、ロゴ領域の表示、非表示を設定します。 

リストより検知領域の表示（領域矩形表示）、リアルタイムに検出されたエッジ画像（リアル

タイムエッジ表示）、２値化処理後のロゴのエッジ画像（２値化エッジ表示）、登録ロゴのエ

ッジ画像（登録エッジ表示）を選択します。 

エッジ画像の選択は、ヒストグラム表示設定で選択する項目に連動して切替ります。 

 

     ⑥ヒストグラム表示設定 

ボタンをクリックし、ヒストグラムの表示、非表示を設定します。 

リストよりリアルタイムに検出されたエッジ画像（リアルタイムエッジ表示）、登録ロゴのエ

ッジ画像（登録エッジ表示）に対するヒストグラムを選択します。 

エッジ画像の選択は、ロゴ領域表示設定で選択する項目に連動して切替ります。 

 

※各設定項目は、変更を行うと即、装置本体に設定値が反映されます。 

 

(3)本画面の終了 

 画面右上の  ボタンをクリックします。 
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2.3.5 運用状況リスト表示切替 

◇運用状況リストの表示／非表示を切り替えます。 

◇本機能に画面は存在しません。 

 

     ・運用状況リスト表示切替 

メニューバーの「ログ操作・状況表示」→「状況表示」カテゴリー内→「運用状況リスト表示

切替」をクリックします。 

 

（運用状況リスト非表示例） 
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2.4 ハード情報参照 

2.4.1 バージョン情報 

◇ CHC-100 のバージョン情報を参照します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ハード情報参照」→「CHC 情報参照」カテゴリー内→「バージョン情報」

をクリックします。 

 

(2)卓 No.の選択 

確認したい卓を選択します。 

  

 

(3)バージョンの確認 

      ボタンをクリックします。 

 

(4)本画面の終了 

      ボタンをクリックします。 

  

をクリックし、表示されるリストより選択します。 
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2.4.2 閾値参照 

◇ CHC-100 の閾値を参照します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ハード情報参照」→「CHC 情報参照」カテゴリー内→「閾値参照」をクリ

ックします。 
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(2)卓 No.の選択 

確認したい卓 No.を選択します。 

  

 

(3)CHC-100 の閾値参照 

      ボタンをクリックします。 

 

(4)本画面の終了 

      ボタンをクリックします。 

  

をクリックし、表示されるリストより選択します。 
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2.4.3 状態参照 

◇ CHC-100 の状態を参照します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ハード情報参照」→「CHC 情報参照」カテゴリー内→「状態参照」をクリ

ックします。 

 

(2)卓 No.の選択 

確認したい卓 No.を選択します。 

  

 

(3)CHC-100 の状態参照 

      ボタンをクリックします。 

をクリックし、表示されるリストより選択します。 
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(4)本画面の終了 

      ボタンをクリックします。 
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2.4.4 時刻参照・設定 

◇ CHC-100 の時刻参照と時刻設定を行います。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ハード情報参照」→「CHC 情報参照」カテゴリー内→「時刻参照・設定」

をクリックします。 

 

(2)卓 No.の選択 

確認・設定したい卓 No.を選択します。 

  

 

(3)時刻参照 

  ボタンをクリックします。 

 

(4)時刻の設定 

  ボタンをクリックすると PC の現在時刻を CHC に設定できます。 

をクリックし、表示されるリストより選択します。 
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(5)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 
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2.4.5 NetQ 出力参照・設定 

◇ CHC-100 の NetQ 出力の設定状態の参照と、設定を行います。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「ハード情報参照」→「CHC 情報参照」カテゴリー内→「NetQ 出力参照・設

定」をクリックします。 

 

(2)卓 No.の選択 

確認・設定したい卓 No.を選択します。 

  

 

  

をクリックし、表示されるリストより選択します。 
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(3)設定参照 

 ボタンをクリックすると、選択した卓 No.に接続してある CHC-100 の NetQ 出力

の設定状態を以下のように表示します。 

 

 

(4)出力設定 

設定を選択し、  ボタンをクリックすることにより、選択した卓 No.に接続してある

CHC-100 に設定を行うことができます。 

 

(5)本画面の終了 

  ボタンをクリックします。 
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2.5 メンテナンス 

2.5.1 疑似トリガ出力 

◇ ＣＭ開始点／終了点トリガを疑似的に出力します。 

 

 

(1)本画面の起動 

メニューバーの「メンテナンス」→「メンテナンス」カテゴリー内→「疑似トリガ出力」をク

リックします。 

 

(2)卓 No.の選択 

出力を行いたい卓を選択します。 

  

 

(3)トリガ信号の出力設定 

①CM 開始点／終了点信号位置 

CM 開始点／終了点を表すトリガ信号のビット位置を、それぞれリストより選択し、設定し

ます。ビット位置はＱ３～Ｑ３２の中から選択できます。 

但し、ＣＭ開始点トリガ信号位置と、CM 終了点トリガ信号位置は異なるビットを指定して

ください。 

 

②インターバル 

CM 開始点と CM 終了点のトリガ信号の出力間隔を設定します。 

値は１～１０秒の範囲で設定します。 

をクリックし、表示されるリストより選択します。 

① 

② 



Ver.1.1 

７４ 

 

(4)トリガ信号の出力と停止 

 ボタンをクリックすると、トリガ信号の出力を開始し、ボタンは、  

になります。 

 ボタンをクリックすると、トリガ信号の出力は停止します。 

※CHC-100は、装置本体内部に遅延回路を内蔵してあるため、出力／停止操作をしてから、

実際の信号出力に反映するまで、約２６秒の遅延があります。 

 

(5)本画面の終了 

 画面右上の  ボタンをクリックします。 
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2.6 システムの終了・ソフトウェアバージョン情報 

2.6.1 システムの終了 

◇ システムを終了します。 

 

(1)本画面の起動 

スタートボタンより、「システムの終了」をクリックします。 

確認ダイアログが表示されるので、終了する場合は「はい」をクリックしてください。 

「いいえ」をクリックすると、ダイアログを閉じ、メイン画面に戻ります。 

 

 

判定中の卓がある場合は、判定を停止していいか確認のダイアログが表示されます。 

「はい」をクリックすると、判定を停止し、終了確認ダイアログを表示します。 

「いいえ」をクリックすると、ダイアログを閉じ、メイン画面に戻ります。 
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2.6.2 ソフトウェアバージョン情報 

◇ 検出システムのバージョン情報を表示します。 

 

 

(1)本画面の起動 

スタートボタンより、「ソフトウェアバージョン」をクリックします。 

 

 

(2)本画面の終了 

本画面をクリックします。 
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3. プレーヤー 

3.1 プレーヤー 画面 

   ◇ 検出システムで作成された、同録ファイルを再生します。  

   ◇ チャンネル、日時を指定して再生できます。  

 

 

     詳細については以下を参照してください。 

 

① 3.1.1 メニューバー 

② 3.1.2 ビデオ動画再生パネル 

③ 3.1.3 シークバー 

④ 3.1.4 動画再生リモコン 

⑤ 3.1.5 音量調整パネル 

⑥ 3.1.6 機能ボタンパネル 

  

① 

② 

  ③ 

④ ⑤ ⑥ 
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3.1.1 メニューバー 

(1)保存した同録ファイル(AVI ファイル)の再生  

メニューバーの「ファイル」→「開く」をクリックします。  

 

(2)再生中同録ファイル(AVI ファイル)の削除  

メニューバーの「ファイル」→「再生動画ファイル削除」をクリックします。 

 

(3)メタデータ表示設定 

メニューバーの「設定」→「メタデータ表示設定」をクリックします。 

 

・メタデータ表示設定 

表示したい項目にチェックをつけます。 

グレーになっている項目は、本システムでは使用しません。 

・メタデータ詳細設定 

メタデータ表示を行いたい項目にチェックをつけます。 
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     ・  ボタンをクリックします。設定を保存し本画面を閉じます。 

・  ボタンをクリックします。設定を保存せずに本画面を閉じます。 

 

(4)移動フレーム数設定  

メニューバーの「設定」をクリックし、「移動フレーム数」にカーソルを合わせます。  

ここでは下記の移動フレーム数を設定できます。 

・再生中のマウスホイールによるコマ送り／コマ戻し 

 ・再生中の画面クリックによるコマ送り／コマ戻し 

 ・シークバーのクリックによるコマ送り／コマ戻し 

  移動フレーム数は 1～30 フレームまで選択できます。 

 

 

(5)再生リスト参照 

メニューバーの「ウィンドウ」→「再生リスト参照」をクリックするか、もしくは機能ボタン

パネルの  をクリックします。 

プレーヤーで 24 時間以内に再生した一覧を、発生時刻順で表示します。  

※キャプチャ画像は直近を４件まで表示します。 

 

・同録再生  

リストの再生ログもしくはキャプチャ画面をダブルクリックすると、プレーヤーに同録再生

を準備します。  
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・フィルター  

リストのメニューバーより、自動作成のみ表示と未再生のみ表示を指定できます。  

※本システムでは自動作成機能はありません。 
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3.1.2 ビデオ動画再生パネル 

(1)情報アイコン  

     メタデータ情報より、判定情報（本編/CM/無音）を表示します。  

 

     また、右端に、メタデータの内部時刻を表示します。  

 

(2)ステータスウインドウ  

      ・ログ画面クリックによる再生時  

      ログ画面に表示されているログ内容を表示します。  

       例.「2013/12/17 08:00:05 本編 １ 卓１」  

・チャンネル、時刻指定により手動作成時  

手動作成条件を表示します。  

       例.「(手動作成) 2013/12/17 13:01:15 から 5 秒間 １ 卓１」  

・保存した再生ファイル再生時  

再生ファイル名を表示します。  

 

(3)コマ送りコマ戻し  

ビデオ動画画面の右側をクリックすると、１フレーム進みます。  

左側をクリックすると、１フレーム戻ります。  
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3.1.3 シークバー 

 

(1)シークバー  

同録ファイルの再生に連動して、スライダがシークします。スライダの操作により再生位置を

変更できます。  

シークバーをクリックすることで、再生位置を設定した移動フレーム数単位で移動できます。 
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3.1.4 動画再生リモコン 

 

 

①  先頭フレームに移動  

        再生ファイルの先頭フレームに移動し停止します。  

②  巻き戻し再生／スロー巻戻し再生 

         ・巻き戻し再生 

再生中にクリックすると巻き戻し再生を行います。クリックする毎に巻戻し速度を 2 倍

速→4 倍速→8 倍速と変更します。 

現在の再生速度をボタン上に、RFW 2x→RFW 4x→RFW 8x と表示します。  

・スロー巻戻し再生  

停止中にクリックすると 1 フレーム毎に、コマ戻し再生を行います。 

クリックするたびにコマ戻し間隔を 0.5 秒→1.0 秒→2.0 秒と変更します。 

現在のコマ戻し間隔をボタン上に、INT 0.5→INT 1.0→INT 2.0 と表示します。  

③  停止  

   再生を停止し、再生ファイルの先頭フレームに移動します。  

④ 再生/一時停止  

        再生を開始します。クリックすると一時停止ボタンに切り替わります。  

        現在の再生位置で一時停止します。クリックすると再生ボタンに切り替わります。  

⑤  早送り再生／スロー再生 

   ・早送り再生 

再生中にクリックすると早送り再生を行います。クリックするたびに早送り速度を 2 倍

速→4 倍速→8 倍速と変更します。 

現在の再生速度をボタン上に、FF 2x→FF 4x→FF 8x と表示します。  

・スロー再生  

         停止中にクリックすると 1 フレーム毎に、コマ送り再生を行います。  

クリックするたびにコマ送り間隔を 0.5 秒→1.0 秒→2.0 秒と変更します。  

          現在のコマ送り間隔をボタン上に、INT 0.5→INT 1.0→INT 2.0 と表示します。 

⑥  最終フレームに移動  

          再生ファイルの最終フレームに移動し停止します。 

⑦ リピート再生  

       リピート再生が OFF の状態です。クリックするとリピート再生が ON になります。 

       リピート再生が ON の状態です。クリックするとリピート再生が OFF になります。  

  

①  ②  ③   ④  ⑤  ⑥  ⑦ 
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3.1.5 音量調整パネル 

 

 

(1)音量トグルボタン  

 音声が出力されている状態を表します。ボタンをクリックすると音声をミュートします。  

 音声が出力されていない状態を表します。ボタンをクリックするとミュートを解除します。  

 

(2)音量スライダ  

     音声の音量を変更します。  
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3.1.6 機能ボタンパネル 

 

 

 

①メタデータ表示／非表示ボタン 

クリックするごとにメタデータの表示／非表示を切り替えます。 

メタデータ非表示時は  、メタデータ表示時は  と表示されます。 

 

 

②3×3 画面表示／全画面表示ボタン 

・3×3 画面表示ボタン 

 分割画面表示モードに切り替え、再生画面を 3x3 分割してビデオ動画再生パネルに表示

します。クリックするとボタンが全画面表示ボタンに切り替わります。 

 

     ・全画面表示ボタン 

 全画面表示モードに切り替え、再生画面を全画面でビデオ動画再生パネルに表示します。

クリックするとボタンが分割画面表示ボタンに切り替わります。 

 

 

①  ②  ③  ④   ⑤  ⑥  ⑦ 
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③スナップショットボタン  

現在の同録画面上の再生状態を JPG 方式、BMP 方式、PNG 方式にて保存します。  

 

④名前を付けて保存ボタン  

     表示されている同録ファイル(AVI ファイル)を指定フォルダに保存します。  

 

⑤開くボタン  

     保存した同録ファイル(AVI ファイル)を開きます。  

 

⑥手動作成指示画面表示／非表示ボタン 

     クリックするごとに手動作成指示画面の表示／非表示を切り替えます。 

     画面非表示時は  、画面表示時は  と表示されます。 

 

 

     ・卓 No.表示 

      上記画像の赤枠部分は卓 No.を表示しています。 

      数字は手動で変更しないでください。 

 

・チャンネル選択 

      再生するチャンネルを選択します。 

      リストボックスより選択するか、  ボタンで選択します。 

 

・再生時刻指定  

再生開始時刻と再生時間を指定します。  

 

・再生ファイル作成ボタン／閉じるボタン  

 ボタンクリックで設定値に基づき再生ファイルを生成します。  

※オンマウスでサムネイルが確認できます。 

 

 ボタンクリックで再生ファイル作成を取り消し、ウィンドウを閉じます。 
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    ⑦再生リスト表示／非表示ボタン 

     クリックするごとに再生リストの表示／非表示を切り替えます。 

再生リスト非表示時は  、再生リスト表示時は  と表示されます。 

再生リストについては 3.1.1「メニューバー」(6)“再生リスト参照”を参照ください。 
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お問い合わせ先 
 

お買い上げいただきました弊社製品に

ついてのアフターサービスは、お買い上

げの販売店におたずねください。 

なお、販売店が不明の場合は弊社へお手

数でもご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無断転載禁止 

ア ル ビ ク ス 株 式 会 社 

〒９５９－０２１４ 

新潟県燕市吉田法花堂１９７４－１ 

ＴＥＬ：０２５６－９３－５０３５ 

ＦＡＸ：０２５６－９３－５０３８ 

 

故障・保守サービスのお問い合わせは 

販売店： 

ＴＥＬ 

担 当 

製品の操作方法に関するお問い合わせは 


